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研究成果の概要（和文）：本研究計画では、アフリカにおける「新たなコミュニティ」像を求めて、学際的関心をもつ
エチオピアの研究者と実務者が加わり、エチオピア南部諸民族州において延べ30人が参画して組織的共同研究の円滑な
運営を配慮した総合的地域研究プロジェクトを実施した。プロジェクトを通じて「在来知」概念の明確化と共有をはか
り、地域社会にみいだされた課題を４つの問題群（環境・生業、保健・健康、教育・共生、文化・創造）に分類してそ
れぞれの課題を横断する関心の系（生成系、共有系、創造系）にそった在来知の実相を解明するためのフィールドワー
クに基づく実践的な地域研究をおこない、研究の成果を広く公開するとともに地域社会と共有した。

研究成果の概要（英文）：This project was an integrated Area Study in which over 30 researchers and 
practitioners from Ethiopia and Japan participated for action-oriented field research. In the process of 
research, members shared the concept of “Local Knowledge (ZAIRAICHI) and contributed to the further 
clarification of its definition.
The project team was composed in four groups; (1) environment and livelihood, (2) health and welfare, (3) 
education and coexistence, and (4) culture and creativity. Each group had three common interests to 
analyze the set of data looking at its generation, sharing and creation of local knowledge.
The findings of the research project have been actively presented not only at the international academic 
conferences and journals but also shared with local communities at the exhibitions organized at 
community-based museum.

研究分野： 地域研究、民族学、民族植物学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

在来知の生成と共有の場＝<新たなコミ ュニティ > 

生業知 

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 関係知　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

思惟知 

環境-生業
の問題群 

文化-創造
の問題群  

教育-共生
の問題群 

保健-健康
の問題群 

１．研究開始当初の背景 
 アフリカにおける「コミュニティ」の研究
は、農村や牧畜社会など伝統的社会における
共同体の制度や組織を扱うものと、都市に多
くみられる非伝統的な集団（例えば市民社会、
サブカルチャー集団など）を対象にした２つ
の領域に大別される。しかし、近年このよう
な伝統-非伝統の対立的な見方は、現実の人の
集まりとその社会的な行為＝実践を反映し
ておらず、特にコミュニティの属性として社
会組織、血縁、場所などを強調する「古いコ
ミュニティ」観は有効ではないと考えられる
ようになった。 
 コミュニティとは構造や文化的価値より
も実践によって定義されるというブルデュ
ーの構築主義的立場をとれば、問題にすべき
は、その集まりに対する人びとの帰属感であ
る。換言すれば、コミュニティを「空間的に
固定され、特定の社会制度に対応するものと
とらえるよりも、社会的帰属を対話的で公共
的な出来事として想像し経験する（コミュニ
タスの一表現）様式」（ジェラード 2006）と
理解することが肝要であろう。 
 このようなとらえかたは、制度的につくら
れた固定的な境界の存在を前提としないと
いう点では、「実践コミュニティ」(レイヴ&
ウェンガ-1993;田辺 2002)の概念と近似して
いる。 
 本研究においても、「コミュニティ」を人
びとが帰属する実体と考えるよりも、特定の
状況や分野で機能する人間の参照点として
概念化するほうがよいという立場をとる。そ
のうえで、生態・社会・文化に根ざした地域
の固有性を理解するという地域研究の基本
的アプローチをもとに、地域が直面する現代
的諸問題を研究課題として発見し、「新たな
コミュニティ」の諸アクターと協働して、そ
れら課題への実践的な回答を究明してゆく。 
 実践的地域研究は、フィールドワークの過
程でみえてくる現実問題に対して、その当事
者としての意識をもち、共感に基づいて理解
し、かつ政治的な立場性も配慮しながら参与
していくという方法論的実践である。（重田
ほか 2008） 
 
２．研究の目的 
 本研究計画「アフリカ在来知の生成と共有
の場における実践的地域研究：新たなコミュ
ニティ像の探求」(Engaged Area Studies in 
the Arena of African Local-Knowledge 
Formation and Sharing: Seeking for the 
new images of community) の目的は、現代
アフリカに生きる人びとがより良き生活の
ために行う様ざまな実践の場（＝新たなコミ
ュニティ）の特質を、当事者意識を備えた研
究者を含むアクターが参与する過程を通じ
て明らかにしていくこと（＝実践的地域研
究）であった。そのために、「新たなコミュ
ニティ」の場において、在来知が生成し共有
されていく過程とその機序を長期にわたる

参加型フィールドワークによって解明する
ことを目指した。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、アフリカにおける「新たなコミ
ュニティ」像を求めて、学際的関心を持つ我
が国とエチオピアの研究者に地域の実務者
が加わり、組織的共同研究の円滑な運営を十
分に配慮して総合的な地域研究プロジェク
トとして実施した。 
 複数のメンバーが４つの問題群に分類し
た 8つの研究対象事例を選定して、５年にわ
たる集約的なフィールドワークと、定期的な
研究会と現地ワークショップをおこなった。
各問題群を横断する関心の系として、それぞ
れのコミュニティにおける在来知の「生成」
とその「共有」を通じた「発展」の営みとい
う３つの系をたてて、問題群の責任者がとり
まとめ役を兼ねることによって、事例研究の
連携をはかった。 
 実践的地域研究のアプローチをとること
により、研究終了後の成果だけでなく、地域
社会への成果の還元を通じた貢献と、長期的
なつながりを開始時点から意識した課題設
定をとった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．研究成果 
 本研究計画の成果として、在来知概念の理
論的精緻化をおこなうとともに、エチオピア
において在来知の生成と共有の現場に参加
した研究者による、学術的な報告と現地での
実践的な活動および日本でのアウトリーチ
活動があげられる。 
 
(1)平成 23 年度の研究成果 
 在来知が生成し共有される場に見いださ
れる上記の４つの問題群に対して研究グル



ープを組織して、日本とエチオピアの研究
者・実務者が共同してフィールドワークをお
こなう体制を確立した。京都に事務局をおい
て研究の円滑な運営をおこなうこととした。 
 初年度は、教育—共生および文化—創造の問
題群に関して南部諸民族州南オモ県におけ
るフィールドワークを実施した。教育—共生
の問題群では、農牧社会に見られる女子学校
教育の問題に関して、コミュニティにおける
女性の社会的な立場や役割に注目した。この
研究成果は博士学位論文(地域研究）として
最終年度(H27)に提出された。文化—創造の問
題群では、南オモ県にある地域博物館と地域
住民との連携により参加型の展示をおこな
う準備をすすめた。  
 研究の理論面に関しては、在来知の新たな
概念定義を広く学界に周知し、本研究計画の
内容を紹介するために、米国民族生物学会に
おいて研究発表をおこなったほか、京都にお
いて、日独米仏の研究者を招いて国際フォー
ラム(Emerging Approach to Understanding 
Gender-based Knowledge and Techniques in 
Africa)を開催し、在来知と在来技術を擁す
るコミュニティ研究にジェンダーの視点を
導入する研究の試みを討論した。その成果は
African Study Monographs の特集号として出
版した。 
 
(2)平成 24 年度の研究成果 
 環境—生業および保健—健康の問題群に関
するフィールドワークを開始した。環境—生
業の問題群では、栽培植物遺伝資源の農民参
加型保全の取り組みについて実践的地域研
究のアプローチを用いて研究を開始した。保
健—健康の問題群については、南オモ県南ア
リ郡における高齢者のケアに関するコミュ
ニティの社会関係について参与型の研究を
はじめた。この成果は、博士学位論文(地域
研究）として H27 年度に提出された。 
 初年度の研究成果をもとに国内学会での
成果発表を開始した（日本ナイル・エチオピ
ア学会、日本アフリカ学会）。また、仏で開
催された国際民族生物学会において、研究代
表者と研究協力者が発表をおこなった。また、
第 18 回国際エチオピア研究学会において在
来 知 を 主 題 に し た セ ッ シ ョ ン (Local 
Knowledge, Livelihood, and Development on 
the Move)を企画して、エチオピアと伊の研
究者の参加を得て成果を出版した。 
 アウトリーチ活動の一環としてアフリカ
地域研究資料センターと共催した公開講座
において一般向けに研究成果を平易に紹介
したほか、より実践的な地域研究を念頭にお
いたフォーラム（実践的地域研究から BOP ビ
ジネスへ）を開催した。 
 
(3)平成 25 年度の研究成果 
 この年度より、Facebook のグループ機能の
活用を本格化させ、４つの問題群を横断する
３つの関心系（生成系、共存系、創造系）に

沿った知見の効果的な共有をすすめた。 
 国内学会（日本ナイル・エチオピア学会、
日本アフリカ学会）での成果発表を継続した
ほか、カウンターパート研究機関のアジスア
ベバ大学エチオピア研究所と共催して第１
回エチオピア国際博物館シンポジウムを組
織して在来知の生成と共有の場として地域
博物館の有効性を指摘する基調報告をおこ
なった。また、京都において国際ワークショ
ップを開催した。この年度からエチオピアか
ら共同研究者を招き在来知研究に関するセ
ミナーを２回開催した。 
 
(4)平成 26 年度の研究成果 
 「新たなコミュニティ」像を求めて、エチ
オピアの研究者・実務家とすすめてきた研究
の成果を、実践の段階にすすめるための成果
発表とアクション指向の研究活動をおこな
った。 
 国内外の学会において成果を発表したほ
かに、日本アフリカ学会創立 50 周年記念大
会において在来知研究セッションを組織し
て 5名が報告をおこなった。また、独英エチ
オピアから研究者と博物館実務者を招いて
在来知をめぐるグローバル化とエチオピア
における在来牛耕技術の変遷に関するセッ
ションを頭脳循環プログラムが主催する国
際シンポジウムのなかで組織した。 
 実践的地域研究の成果としては、JICA と共
催して、在来知とコミュニティの参加型開発
をめぐる国際シンポジウムをアジア地域研
究者とエチオピアからの研究者を招いて実
施した。在来知研究の成果が、エチオピアに
とどまらずアジア、アフリカの諸国における
開発実践の場で活用できる可能性が確認で
きたことは大きな成果であった。このシンポ
の成果出版は現在進行中である。 
 アウトリーチ活動として公開講座を開い
たほか、より実践的な地域研究を念頭におい
た成果の展示を京都大学総合博物館におい
て実施した。 
 
(5)平成 27 年度の研究成果 
 研究成果の最終的とりまとめのために、国
内研究会を開催した。また、仏の国際高等研
究院(EHESS)のパリ本部およびマルセイユ支
部において招待講演を 3回おこない、日本発
の在来知研究を ZAIRAICHI の名称とともに、
理解してもらう機会を得た。 
 最終成果報告会として、2015 年(H27)10 月
アジスアベバにおいて、「アフリカ潜在力と
しての在来知 Africa Potential as Local 
Knowledge」と題する国際フォーラムを、ア
フリカ諸国とエチオピア国内および日本か
ら 26 名の参加者をえて、アジスアベバ大学
エチオピア研究所と同社会科学部社会人類
学科およびアフリカ東洋研究センターとの
共催によって開催した。このフォーラムの内
容は 2016(H28)年度中に英文出版物として公
刊される。 
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